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環境測定車

●窒素酸化物排出量の推移
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●硫黄酸化物排出量の推移
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硫黄含有量の少ない重油の使用、都市ガス（天然ガス）
への転換、省エネルギーによる燃料使用量の削減など
の取り組みで、SOx排出量は1990年度に比べ約90%
低減しています。

NOxは、加熱炉などへの低NOxバーナーの採用や適正
な燃焼管理などにより排出削減に努めています。
また電気炉などのばい煙発生施設への集塵設備の増強
により、ばいじんの排出抑制対策を実施してきました。
さらに散水車や道路清掃車を巡回させ、工場内の原材
料置場、道路からの粉じん発生の抑制にも努めています。

加熱炉、ボイラなどのばい煙発生施設の排ガスについては、環境測定車による
定期的な巡回測定を実施しています。
特に排ガス量の多い施設については、NOxの自動測定装置を導入し、監視体制
を強化しています。

省エネルギーによる燃料使用量の削減や定期的な監視測定、燃料転換、
集塵設備の設置などで、大気汚染防止対策を実行しています。

大気汚染物質の排出削減

硫黄酸化物（SOx）の排出を削減

窒素酸化物（NOx）や大気環境のばいじん排出抑制

大気汚染物質の定期的な測定と監視

電気炉集塵設備による“ばいじん”の削減

電気炉集塵設備により、大気汚染防止に努めています。
第二製鋼工場の電気炉集塵設備は、電気炉から直接ばいじんを吸引する直引
集塵ラインと建屋集塵ラインとの合流タイプで、電気炉の集塵能力としては、
国内最大級のものです。

環境保全への具体的な取り組み

電気炉集塵設備


